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才才キンカメムシに関する生態学的研究莞

三浦　正（応用昆虫学研究室）

Tadlashi MIURA

Eco1og工cal　Stud1es　on　Eucorysses　grand．1s　THUNBERG

　　　　　　　　I緒　　　　言

　ニシキソウ科のアブラギリの実から搾取した桐油が，

乾性油として重要性をもっていJ：ことは特筆するまでも

ない．特に第二次大戦後の数年は桐実の生産者価格も非

常によく，農家にとっては有利な特用樹であった．島根

県は我国でもアブラギリの主要生産地として大きな役割

を果たしてきた．ところが，1950年頃から島根県下のア

フラギリ栽培地帯にオオキノカメムソ（Eucorysses　gr－

andls　THUNBERG）が大発生して桐実に大被害を与え

た．島根県に栽培されているアブラギリの大部分は日本

種で，支那アブラギリや広東アブラギリは比較的近年檀

付けられたもので生産量も僅かである。この支那種も広

東種も島根半島地域の割合暖い場所でみられる．このア

ブラギリの害虫であるオオキンカメムシは島根において

は日本種に被害を与え，支那種，広東種は被害を全く受

けなかった．桐実が加害されると結実不良となり，桐油

かとれないので被害は大きい．島根は気侯条件からして

日本種が最適で外国種は霜凍害を新芽に受けやすく生育

が良好でない．日本種が本虫の被害を集申的に受けるの

で県としても，農家としても重要な問題であるので防除

対策を講じなけれぱならない必要から著者は本虫に関す

る研究をなしてきた．本虫の発生当時はオオキノカメム

ソに関する研究は殆ど皆無であった．著者は本虫の生態

について研究し，三浦，近木（／953），三浦（1954），三

浦，近木（／957），三浦（1958）として公表してきたが，

近年オオキンカメムシが減少し実験も殆ど不可能になっ

てきたので一応研究を打切りたいと考えて，今までの研

究成果をとりまとめて印刷公表し，参考に供したいと考

える．本研究は1952年から”57年までに実施したもので，

その間多くの人から御援助いたsいた．特に本学近木助

教授には共同研究者として又本文をまとめるについて色

々と教示いただいた。京都大学内田教授，島根県農林部

※　Contr1but1ons　from　the　Laboratory　of　App11ed

Entomo1ogy　Sh1mane　Agr1cu1tura1Co1lege，No31

吉岡，須山両技師の御厚意に深く感謝いたします．

　　　皿　島根におけるオオキンカメムシの

　　　　　分布と被審

　島根県下におけるアブラギリの栽培地を対象にして，

オオキンカメムシの分布とアブラギリの被害について調

査した．

　調査方法

　調査は著者の実地踏査，栽培農家に・）いてのカードに

よる個別調査，市町村の資料，県農林部，八東経済事務

所の資料を利用させていたゴき考察した．

　考　　察

i）　島根におけるアブラギリ栽培の歴史

　調査して得られた記録の申でアブラギリ栽培の最も古

いものは，八束郡八雲村，大芦村の／ア世紀後半と推定さ

れる年代のものであった．仁万郡井田村の記録では，

175／年，時の幕府は銀山領代官を大森（現在の大森町）

におき，代官をして地方摩業の振興を意図し，アブラギ

リの栽培を奨励したとある．那賀郡江東村の記録では，

大森代官を通じてアブラギリを出雲藩より導入したとあ

る．これからみても出雲地方が島根県下での最初の栽培

地であると推定され，次第に石見地方に普及されたもの

と考えられる．事実栽培の歴史の古い出雲地方，特に八

束郡下や，仁万郡などは現在でも生産量において他の地

域を圧している．

ji）　島根におけるアブラギリの生産量

　県下の各地域にわけるアブラギリの生産量をみると，

県下における主な生産地は八束郡下であり，近年の平均

生産量は／87000kg，次いで仁万郡下の22500kg，邑

智郡下で9375kg，簸川郡下で4500kg，大原，仁田郡下

でア500kg，那賀郡下で5625kgであり，次いで隠岐島，

能義郡，飯石郡，美濃，鹿足郡下となっている．これら

の地域にわける生産量をみると，1950年頃が最高の収穫

高を示し以後次第に減少の傾向を示している．単位当り
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の価格も／950年頃か最高を示して農家にとって非常に有　　　被害本数を引用させていたゾく。第1表参照

利な条件にあったが，近年は次第に値下りの傾向をみせ　　　島根県のアフラギリの栽培面積や生産量は全国第2位

てきたので農家も生産意欲を減退して年々収穫量が少く　　　（1949年林野庁特産課調査）であるが，栽培管理その他

なってきている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の面の認識は充分とはいえない．アブラギリ林に発生し

iii）　オオキンカメムシの分布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　淋側匡∀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧　凄　　　　剛船⑩
　島根県下のアブラギリの栽培農家を対象に個別調査を　　　　　　　　　　　　　　｝船私　　、葦鰯蝸棚湖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
した結果によると，本虫の発生はすでに／00年も以前か

ら農家の問の悩みであったらしい．県下における被害地

域を調査してみると，アブラギリ栽培地の殆ど全域にわ

たって発生し，被害をあたえていることがわかった。こ

の被害発生の地域を示したのが第1図である．図に示し

た地域の気侯状態を検討してみると・この地域は・島根　　舳脇　　、〉1　　＼
県における冬の期間，即ち1月の平均気温2◎C線を限界　　　閉惣　　　　！■～v、’　　　　　　　　　8

にしてゲC線ですべての地域が結ぱれる．夏の期間，即　　　　、⑧　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　ノ
ち7月の25◎Cと26．C線の申に全部の地域がはいる。　　　　㌧　　　　。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　〈
1Y）　アブラギリの被害　　　　　　　　　　　　　　　　　㍗　　〔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』㌧　アブラギリの栽培地域の殆ど全域にわたってオオキン　　　　　）．！　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
ヵメムシの発生をみているが，本虫による被害はどの程
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F1gure／　The　d1stnbut1ons　and　damaged　d1str1ct
度であるかということになると・被害度を示す正確な資　　　　　　　　of肋co町ss鍋駆a皿d。蝿畑UN服R屯1n

料がない．島根県農林部が／953年に調査した被害面積と　　　　　　　Shmane　prefecture　m　recent　years

　　　　　Tab1e／．　Loca11tes　and　areas　m〕ured　by　the　E聰c⑰町闘es9蝸皿d．1s　T旺UNBERG

　　　　　　　　　　m　Sh1mane　prefecture，1n1953

Loca1ities

YATUKA　　M1honosekl

Kδbu
Nonami

Yagumo
Itδ

Oashi

Honjδ

Kaga
Ch1kum1

NOGI　　　　Yamasa

OHARA
ISHI

HIKAWA

NIMA

Hirose

Ushi0

Nφeyama
Hirata

K1tahama
0shiro

Ida

Omori

Hukunam1
UnOtu

USatO

OCHI　　　　Tamsuma1g0
NAKA　　　　Gδto

TOTAL

Injured Areas

　ア．9

69，3

99，0

75．2

　1，9

57，4

30，6

75，2

　9．9

　2．9

　4，9

／1．0

　0，9

／6，3

19，8

／1，8

12．8

　9．9‘

　2．9

　4，9

19．8

　9．9

2ア．9

585．9

Number　of　In〕ured．Trees

　2／00

／62n0

23000

／2250

　510
／／500

　6／00

／3000

　2500

　　ア0

　／50

　5060

考250

　1765

　2000

　2200

　2500

　／300

　340
　695
　4200

　3500

　2000

／／3190
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た害虫の駆除は実施せずに自然の収穫量に依存している

農家が可成りある．このことは収穫高と防除の経済的バ

ランスの関係によることもあると考えられる．

　オオキンカメムシによるアブラギリの被害は若虫や成

虫に桐実を加害されることによって起る．若虫は（成虫

の加害期間は非常に短い）桐実の表皮組織を通して口吻

を挿入し汁液を吸収するために桐実は結実不良となり落

下する．桐実の生育初期に加害された場合は全く結実は

みられず早期落下をきたすが，或る程度桐実が成熟して

から加害された場合は秋になって健全な桐実の落下する

時期まで樹上にあるが，桐油はとれない．島根県下の各

地ではオオキンカメムシの若虫の発生加害時期と桐実の

生育との時期的関係から後者の場合がよくみカ三けられ

る．虫により口吻を挿入された桐実は表皮に口吻の挿入

孔を通して汁液を漏出してくるから一見して判別でき

る。一度口吻を挿入された桐実は挿入箇所を申心に黒褐

色に変色をはじめ最後には乾燥状態となってくる．農家

は秋になって桐実を収穫するのであるが，この被害桐実

と健全桐実の選別に可成りの時間を消費する．

　　　　　　皿　発　生　経　過

　オオキンカメムシの島根における季節的発生経過につ

いて，八束郡本庄村（現在松江市本庄町）と八束郡講武

村のアブラギリ林において／954年に定期的に調査してそ

の概要を明らかにした。

　研究方法

　まず地域別に調査林を決定し，調査する場合の林内で

の観察順路をきめて5月下旬から大体各旬毎に／日でか

けて林内に棲息している卵，若虫，成虫の数を調べた。

成虫はアブラギリの葉，桐実，小枝，林地の草の申など

に単独でいる場合カ非常に多いので正確な個体数をつか

むことは困難であるが，一応アブラギリの樹上で発見さ

れた個体数を記録した。卵は卵塊として葉の裏面に産み

つけられているし，葉と葉の重なりあった場所には産み

つけられていないので割合正確に観察記録することがで

きる．若虫は大体皿令頃まで卵塊当時の大きさのグルー

プでアブラギリ．の葉の裏に棲息している．v令，Y令に

なっても大体午前中は比較的大きなグループで葉裏に棲

息しているし，活動時刻になっても割合若虫の行動範囲

はせまい．この行動範囲は野外の場合と室内で飼育した

場合で多少異る．即ち野外ではグループの行動範囲は割

合せまく，室内の場合は割合広い．この原因は明らかで

ないが，密度の問題が介入しているもののようである。

野外で観察する場合，グループがある程度の広がりをも

っていても同じ場所に他のグループと考えられる集団が

みあたらない場合には／グループとみなして記録した．

このようにしていくと比較的正確に記録がとれる．即ち

この調査にあたっては，卵は卵塊数，若虫はグループの

数，成虫は樹上の個体数を基準として観察記録した

　結果と考察

調査林の略図を示すと第2図及び第3図のようである’．

十　　一

、．．　　　　　　　　　　　　　◎◎

岱狐錆涛杜ζ〉＼

Figure2 A　map　showing　the　observed　forest　in

respect　of　seasona1　change　of　E哩c⑪r－

ySSeS　gr盟皿岨蝸　丁旺UNBERG，　1n　HOnJo，

Yatuka　District，in／954．一

ギ

《

Figure3

　公

岱

　φ
φ　　　　　9

9

　　　g4
　　　　　9＼⑧

　＼⑧

　　　　／

〃。
9　　9

9

9

9

A　map　showing　the　observed　forest　in

respect　of　seasona1change　E㎜corysses

9胸皿d鵬　丁亘UNBERG，1n　Kobu，Yatuka

District，in／954

　八東郡本庄村（現松江市本庄町）の調査林は平坦で農

道と小川にはさまれた小面積のアブラギリ林である．樹

令は／5年生位いであり，面積に対して植付本数が少く視

界は良好であり調査には便利であった．林内には下層木

は全くなく管理は良好であった．

　八束郡講武村の調査林は傾斜地で土質は礫，アフラギ

リ林の周囲は広葉樹に囲まれている．樹令20年生位いで

植付本数は疎植である．視界は良好で下層木はなく，ツ

ワブキなどが叢生している．

　2つの調査林で観察した記録を整理してみると第2表

及び第3表のようであった。各月の旬別個体数は，調査
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Tab1e2． Seasona1change　of　E唖co町sses　g蝸皿砒s　T旺UNBERG，1n　Hon］o　Yatuka　Dユstr1ct，1n1954

June July August September O ctober 
Stage days days days days days 

5 15 25 5 16 26 5 15 25 5 1 -6 26 5 16 26 
Number of Adults 6 1 ･4 6 ' 1 o o o 1 7 11 5 4 o 
Number of Egg masses '1 4 1 o 4 5 1 o o o o o' ' o o o o 
Number ,of Nymphal 
gru ps o o 7 4 8 '11 14 15 20 '1 8 1 ~ 1 l o o o 

Tab1e3． Seasona1change　of　E岨corysses　g蝸岨d．1s　THUNBEGR，m　K6bu，Yatuka　D1str1ct，m1954

June July August September October 
Stage d ays days days days days 

6 16 26 6 1 7 ~7 6*' 1 6 26 6* 1 7 27 6 17 27 
Numbor of Adults 4 5 7 9'5 o o o' o o '5 7 4 1 o 
Number of Egg masses o 2 6 8 6 Io U o o o o o o o o 
Number of Nymphal 
grups o o 5 9 18 18 21 16 20 1~ Io 8 o o o 

日の観察個体数が記入されている．この数字から概要は

つかめると考える。

　両地域の調査林とも林内にオオキンカメムシの越冬成

虫があら■われてくるのは大体5月下旬か，6月上旬であ

り，ア月下旬までは成虫をぼつぽつ観察することができ

る．成虫の出現が5月下旬にみられる場合は極く稀であ

って，でてきても少数個体である．九月たなる’と再び新

成虫の姿がみられるが，／0月上旬になると殆どいなくな

り越冬場所え移動してゆく。成虫がどのような場所で越

冬するか，集団か単独かということも不明である．農家

の話しによると，石垣や石の割目などに入って越冬して

いるものが観察されている．

　卵も6月上旬から申旬になるとみかけられ，7月下旬

までは産卵されているが，8月になると殆ど卵はみられ

ない．

　若虫は6月下旬からみられ，9月下旬，おそいのにな

ると／0月上旬にも少数ではあるがみつかる．大多数のも

のは9月下旬頃で成虫となる．加害活動は6月下旬か7

月上旬にはじまりゴ9月下旬までの約3ケ月の間が一番

盛んである。両地域と・も成虫の初発や終億は多少のちが

いはあるが大体一致している．

　6月上旬からア月下旬までは，成虫，卵，若虫個体辞

がまじりあっているが，ア月下旬から若虫個体群だけと

なり，9月上旬にいたって若虫，成虫個体群群となる．

9月申旬になるとアブラギリの桐実は一成熟して黄変して

きて，オオキンカメムシの口吻も容易に表皮下に挿入さ

れなくなるし，．日申の気温も降ってくる関係で殆ど加害

活動の時問的範囲もせばまり，次第に活動はできなくな

ってくるので越冬場所に移動する．林内の落葉や草の中

を探しても成虫はみあたらないところからみても越冬は

林内以外の弩所の比較的気温較差の少い温暖な地を選ぶ

ものと考えられる一．

　　　　1v　交尾，産卵及び卵塊の卵粒数

　／954年に室内飼育によってオオキンカメムシの交尾，

産卵，卵塊の大きさなどについて観察した．卵塊の大き

さは室内飼育ρ場合と野外の白然状態の場合とで異るの

で野外で採集したものについて吟味した。

研罪方法

　6月下旬に八束郡講武村のアフラギリの林内で越冬場

所からでてきた成虫をできるだけ多く採集して室内でア

ブラギリの小枝で飼育して交尾，産卵について観察した

詰果と考察

　成虫が交尾をはじめようとする場合は，雄が触角を左

右に動かしながら雌に近ずいてゆき雌の体に接触行動を

とっている．この場合雌が歩行したり，翅を出したりし

て忌避動作を起す場合もある．交尾をなす場合は雌も雄

も触角を静かに動かしながら静止状態で難雄は頭部を反

対の方向に向けた姿勢で交尾する．・大内（1955）がイネ

カメムシで交尾回数を観察した報告によると，イネカメ

ムシは／回から4回交尾をなし，／，2回のものが最も多

かったとのべている．本虫の場合これに類似するかもし

れないが野外採集虫であるので断定できない。

　飼育して交尾をした成虫の交尾時刻について6組ほど

観察できたのでそ枠を示すと第4表のようであった・観

察組数が非常r少いので暫定はできないが大体午前申に

殆ど交尾をする傾向がみられた．野外でも交尾はこ一のよ

うな時刻になされるのではないかと推定される．即ちオ
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Table 4 Mating time of Eucorysses grandas 
THUNBERG 

~¥lumber of 
Co pulating 
Couples 

Mating time 

8-10 10-12a.m. 12-14 14-p.m. 
1 ･-

5 ･-

A .. 

5 ･-

6 -

･o 

･o 

･･o 

･o 

o 
･o 

~r ~ ･ ,~ / A ･~~~E~(I~ ~~~~~~~l~)~:~)FFl~c~5 t~ ~ < ;~~i 

･~~~i~ < ,tF~~f 8~~~ ~~iC~~P~liC~) < ~~~~~~~~~:~)FFl~> ~ 

7~'~~~ ,) Ic~P~~~;~~)h~J~ < ~~~>}y ~tL, ~~f~~e~~L~~ 

~~l~ 7 ~ ~ ~ ,J Q)~i~Q)~~~) ~~fir~~ c~~tLtc~~f~fiC~~~~ 

~ey~tL, 7j~~',)cD~~~e~/J'~E='JQ) ~Q)~~ 19 ~)~~:~~: 
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iV）若虫の令期間：若虫の令期間について調査した結果

I令が3日から5日，皿令が4日から7日，皿令が4日か

ら7日，W令が10日から14日，V令が10日から14日の範

囲内で経過した．この令期間の日数の統計量を示したの

が，第5表である．平均日数I令3．89日，皿令5．60日，

皿令589日，1V令／／．33日，V令11．51日となり，I令と

Tab1e5． Durat1on　of　egg　and　θach　mstar⑰f　E固c⑰rysees　gra皿砒s　T旺UNBERG，

Deve1opmenta1
Coefficient

Stage
1nstar Observed　nu㎜ber rnean Variance Of

Variation

Egg　stage ・
394 3．99 0．659 0．／65

I 391 3．89 0．566 0．／45

Nympha1 I 384 5．60 O．702 0．／25

Stage
皿 383 5．39 0．540 0．100

w 382 ／／．33 0．ア30 0．064

Y 3ア8 11．51 0．777 0．067

卵の期間と殆ど同じであり，皿令皿令が殆ど同じで，1V

令，Y令も同じような長さで経過した．若虫の令期間の

長短は気温の高低，食物，棲息密度などの多くの要因の

影響を受けて変化することが指摘されている．大内（1957）

はイネカメムシの幼虫令期間を調査し，生育期間に対す

る温度の影響の大きいことをのべ，更に幼虫期間に経過

代償（諸星，1948）の現象がみられたことを報告してい

る．各令若虫の死亡率をみると，大内（1957）の場合と

同様皿令期に死亡率が高い．これはI令期は卵の時代の

栄養である程度経過し，日申殆ど活動もしないで静止状

態にあるためではないかと考える。これが皿令期頃から

ようやく自己の能力で栄養摂取の活動に入るために，生

理的，生態的に変化が起きて生活環境に対する低抗力が

一番弱い令期ではないかと考えられる．オオキンカメム

シも他のヵメムシ類と同様に脱皮するまえに腹部が肥大’

してくる．この腹部が肥大をはじめると殆ど加害やその

他の活動はみられなくなる．又脱皮の前後で薬剤に対す

る感受性も異ってくる．著者がr－BHCの粉剤を脱皮

前後を通じて処理してみた結果では脱皮前に処理した場

合は死亡虫は殆どでなかったが，脱皮して次の令期に入

った新しい令虫は死亡率が非常に高かった．これらのこ

とからしても若虫の脱皮の機構や，脱皮の前，脱皮の後

の生理的変化は実に複雑であるものと考えられる．この

ように薬剤に対する感受性も令期間内の時間的なちがい

令期のちがいなど種々な要因が複合してくるものと考え

る。令期が進むにしたがって飼育申の死亡率も低下して

きている。物理的作用で腹部が凹んだりしたものは脱皮

ができないで半分脱皮してそのま㌧死亡してゆく個体も

みられた．

　　　　　　　w　形態各部の成長

　卵，若虫の形態的形質の二，三の測定結果について吟

味してみる．

　研究方法

　供試虫は，1952年10月，八束郡講武村のアブラギリ林

で採集し，70％ethyl　a1cOho1溶液に浸漬して保存し，

測定は各発育段階で20個体づつ読取顕微鏡で第6表に示

した形質について行った．説明の便宜のため，各形質は

表申の符号によって表わすことにする．

　　Tab1e6　Characters　measured　and　the

　　　　　　　signs　denoting　them．

Characters　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　signs

Fgg1ength　．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EL

Egg　width　　　　　　　　　　　　　　　　EW

The　tota11ength　of　the　rostrum　　　　　　　RL　T

The1engtb　of　the　f1rst　segment　of　the

rostrum…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RL　I

Tbe1ength　of　the　second　segment　of　the

rostrum……・　　　　　　　　　　　　　　　　RL皿

The1ength　of　the　third　segment　of　the

rostrum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RL瓦

Body1ength，exc1ndmg　the　rostrum　　　　　BL

Head　w1dth，d1stance　batween　compound

eyes　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HW

Thorax　width，the1argest　width　　　　　　TW

Abdomen　w1dth　the1argest　w1dth　　　　　AW

　結果と考察

　卵は卵塊で若虫は5回脱皮して成虫となる．測定個体

数が少く考察に不満な点はあるが，測定値から平均値を

求めこれを基礎に吟味する．測定した主な形質の統計量

を示すと第7表の如である．

i）成長のしかた

　卵：卵の長さのと巾の割合は，／0：6で，巾に対し
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Table 7 . Statistics of some characters of 

Eucorysses grandis THUNBERG 
egg, nymphal and adults stage of 

A 
Character Mean Variance 

Coef f icient 

of Variation 

Egg 
Egg 

length 

width 

o . 1 72 

0.110 

o
.
 
o
.
 

ool 41 

ool 54 

o . 21 80 

o .･55"~5 

B
 

Character 

Total 

of the 

length 

rostrum 

Width of Head 

Width of Thorax 

Width of Abdomen 

Body length 

D evelo pmental 
stage 

Nymphal 
Stage 

Adult 

stage 

Nymphal 
Stage 

Adult 

stage 

Nymphal 
Stage ' 

Adult 

stage 

Nym phal 

Stage 

Adult 

stage 

Nymphal 
Stage 

Adult 

stage 

Instar 
or Sex Mean Variance 

Coef f icient 

of variation 

I
 
~
 
M
 
W
 
V
 

o . 1 542 

0.5404 

o . 6641 

o . 7858 

o . 8282 

o
.
 
o
.
 
o
.
 
o
.
 
o
.
 

o0050 

o0050 

ool 56 

o0169 

002~1 

o . 1 669 

o . 0660 

o . c596 

o . 0524 

o . 0~80 

Male 
Female 

0.9080 ' 

o . 9565 

o
.
 
o
.
 

o0095 

00275 

o . 0559 

o . 0546 

I
 
~
 
~
 I
V
 

V
 

o . 0256 

o . 0976 

o . 1 966 

o 2440 

o . 2784 

o
.
 
o
.
 
o
.
 
o
.
 
o
.
 

ooool 

oo002 

ooolo 

ool 76 

ool 1 4 

O . 1 500 

O . 0491 

O . 0525 

0.1717 
O . 1 2･1 O 

M al e 

Female 

o . 2775 

o . 5082 

o
.
 
ool 58 

ool 1 4 

o . 1 557 

o . I 095 

I
 
~
 
~
 I
V
 
V
 

o . 1 488 

n . 21 86 

o . 5479 

o . 7725 

o . 81 91 

o . ool 76 

o . 00585 

c . ool 90 

o . ool 54 

o . 00224 

o . 2822 

o . 5499 

o . 0795 

o : 0507 

o . 0577 

Male 

Female 

1
 
1
 

. 0525 

. 2400 

o
.
 
o
.
 

00450 

o 0252 

o . 0647 

o . 0404 

I
 
~
 
~
 I
V
 

V
 

o . 1 860 

o . 2705 

o . 6460 

o . 9475 

1 . 0425 

o . ooo_~4 

o . o0099 

o . ool 41 

o . 00554 

o . 00507 

o . I 069 

o. 1 164 

o . 0582 

o . 0627 

o . 0682 

Male 

Female 

1
 
1
 

. 0525 

. 2400 

o
.
 
o
.
 

004J*O 

00252 

o . 0647, 

o . 0404 

I
 
~
 
M
 I
V
 

V
 

O . 2207 

O . .z845 . 

1 . 1550 

1 . 5695 

1 . 9450 

o
.
 
o
.
 
o
.
 
o
.
 
o
.
 

ooo.'8 

o0069 

ool 58 

00574 

0057 9 

o . 0888 

o . 0684 

o . 0809 

o . 0~89 

o . 0590 

M al e 

Female 

2 . 0750 

2 . 5250 

o . cc006 

o . oo005 

o . ooUZ7 

o . 0050 

(Number of individuals ma:sured 20) 
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て艀化脱出孔の占める割合は，／0：アである．卵は殆ん

ど楕円体である．

　若虫I：第／令期の若虫は他の令期の若虫と異り，体

の色は赤く，翅の原基などは見当らない．若虫期にわけ

る各形質の量的成長が令期じとにどの様な割合で行われ

ているものかを知る為に，成長比を求めた．その結果は

第5図の如くである．個々の形質について成長比の変化

（η

3，0

23

λ6

刎
22

20

岬

ム6’

糾

ほ

ω

　％雅牡榊　　　脆桁
Figure5　The　growth　ratio　in　each　instar　of

　　　　　肋C⑪町SSeSg蝸㎜砒STHUNB鵬G
　　　　Each　cu▽e　shows　d1fferent　characters　of

　　　　the　nymplh

　　　　（〉）　The1nstar　（Y）　The　growth　rat1o

状態を見ると，令期が進むにつれて成長比が極端に小さ

くなっていく型と，第皿令期での成長比が極大を示す型

との2型にわけられる．瞬化した若虫は自ら栄養をとり

ながら成長をつづけるのであるが，個体としての特箪を

形づくる形質は，C＝耳（G，E）＊の関係に於て生ずる

と考えられるが，特に艀化当時の若虫にはこれらの影響

が相当複雑に働いていると考えられ，形質の変異性がど

の様に現われてくるかは興味ある問題である．事実標本

の変異係数を見ると，HWを除く他の形質の変異係数は

いずれも令期が進むにしたがって小さくなる傾向がある

この様な傾向は，渋谷（／932）内田（194／），上野（／952）

岸本（1953），長沢（／953）の諸氏によっても指摘ざれ，

これについて，上野（／953）はモンシロチョウ幼虫を材

料に考察を加えている．更に個体を形づくる形質相互間

の成長速度が全く同じであるならば特徴的な形態は生じ

ない．今測定平均値を対数に変換し，BLについての値

を標準として，形態個々の相対成長を検討した，口吻の

各節間については，RLTを基準とした．その結果は第

6図及び第7図に示した．

15

⑧　’

1佃

・。β

　　岬
　　　　一α6一αト鮒一03地刊⑪ω⑳2奴丑

Figure6　The　re1ation　of　the　b6d－y1ength　to　other

　　　　　parts　of　body1n　each1nstar　of　E唖cor－

　　　　　ysses　g亙泓皿沮｛s　T皿UNBERG　　1n1ogar1th

　　　　　rnic　sca1e．

（X）　The　body1ength　m1ogar1thm1c　sca1e

（Y）．．The　o巾er　parτs　of　body　in　the　same　sca1e一

　◎：AW．　y＝一0．2987＋0．8123（x＋0．1050）

　○：TW．　y＝一0．38％十0，815ア（x＋O．／050）

　⑱：RL．T　y＝一0．2084＋0．5643（x－0．0328）

　①：HW．　y＝一0．7213＋0．6454（x－0．0328）

　第6図でみられる如く，全令期を通じてほ■ゴ直線関係

にあるものと，第I令期のみ，きわだって値の小さいも

のとがある．これを見ると若虫時代の形質の成長は1つ

の相で説明されないことがわかる．第7図では，RL皿

みが全令期を通じて1本の直線で表される．第／，令期の

値がかけ離れている場合はその点のみを除き，おのおの

の形質について回帰の方向係数，即ち相対成長定数を求

め，母集団回帰係数β・＝／の仮説の検定を行った．この

結果すべての形質は負の貧110metryである．これらの

係数について，2つつつ係数間の有恩差の検定を行って



一230一 島根農科大学研究報缶 第9号A－1農学 （1％／）

（η

　　　　　　φ4　⑧
　’’’う弓
蜜　　　’　　’　’

A　W

園　園

園固
8　9
喀　8

牌W 民L

　　　　棚・α8W一◎ト蛎一0パ帽一02一α1㈱

Figure7　The　re1ation　of　the1ength　of　each　seg－

　　　　　ment　to　the　tota11ength　of　the　rostrum

　　　　　1n　each　lnstar　of　E1四corysses　gra囲a童s

　　　　　T亘1JN跳RG，1n1ogar1thm1c　sca1e

　（X）．．The　tota11ength　of　the　rostrum　in1oga＿

　　　　r1thm1c　sca1e
　（Y）．．The1ength　of　each　rostrum　in　segment

　　　　m1ogar1thmc　sca1e

　◎…RLI　Y＝一0．7411＋0．8522（x＋0．2084）

⑱…RL里y・・一〇．6640＋／．05ア9（x＋0．2084）

　○…RL皿y＝一0．8077＋／．／184（x＋0，341■1）

見ると第8図の様な関係になり，検定の縞果では2つの

グループにわかれた．したがって，9rowth・centerは，

胸又は腹附近にあり，growth－gradientは口吻に向かっ

ているようである．又RLTに対してRL1，RL一，

Figure8　S1gn1f1cance　tests　for　the　constants　of

　　　　　re1ative　growth　of　the　characters　in　the

　　　　　nympha1stage　of　E迦c⑰町闘鯛　g蝸皿ぷs

　　　　　THUNBERG　　（The　constants　of　relat1ve

　　　　　growth　at　base　the　body1e＝ngth）

　　：　Non　s1gn1丘cant（5Per　cent1eve1）

　　　　S1gn1f1cant

RHの相対成長定数は検定の結果β：1の仮説は棄て

られず1とみなすことが出来る。即ち第皿令期以後では

口吻全体の成長に対しておのわの，節間の伸長成長はほ

ゾ等速でなされるものと思われる．

　成虫：成虫はいずれの形質の測定値をみても雌は雄よ

り大きく，この傾向は他の昆虫の場合と全く同じである

ii）成長曲線に対する実験式のあてはめ

’生物体の生長を時間の函数として表わす式は極めて多

い．R0BERTs0N（1906）は卵の分裂時に於ける核物質

の合成についてのLOEB（1906）の考えを成長の問題に

φ
を

　　　工皿匝阿▽τ皿岨Ψ『I皿皿Ψ7　　エエ皿πoo
　　　　　町　　↑W　榊　　　糺　　　　　R〕　RL巫　RL匝　舳
F1gure　g　Tbe　growth　of　the　body　part　m　the　nympha1stage　and　the　f1ttmg　of1t　to　tlhe　growth　curves

　　　　　（X）　The　mstar　　　　　（Y）　The　mean　va1ue

I匝皿▽V1皿皿1▽γ1皿皿▽▽・姉
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⑱　The　mean　va1ue

Φ　The95Per　cent　conf1dence1nterva1

－　The　mod1f1ed　ROBERTSONS　growth　curve
　　The　origina1from　of　ROBERTSONS　curve．

　　　　BLT　　　　　1og｛y／（0．8282－y）〉：0．5310（t－2．2）

　　　　　　　　　　1og　｛y！（0．8282－y）｝＝0．2460＋0．6644（x－2．5）

　　　　TW　　　　1og｛y！（0．8191－y）ト0．6950（t－2．6）一

　　　　　　　　　　1og　｛y／（0．8／91－y）｝；0！099＋0．6388（x－2．5）

　　　　AW　　　　1og｛y／（1．0425－y）ト0．6045（t－2．6）

　　　　　　　　　　1og｛y／（／．0425－y）｝；0．0225＋O．5637（x－2．5）

　　　　RL亘　　　　1og｛y／（0．2432－y）｝＝0．7889（t－2．1）

　　　　　　　　　　iog　｛y／（0．2432－y）｝＝0．0045＋0．7870（x－2．5）

　　　　RL皿　　　　1og｛y／（0．2870－y）｝＝O．7206（t－2．3）

　　　　　　　　　　1og｛y！（0．2870－y）〉＝0．4466＋0．6840（x－2．5）

　　　　RL皿　　　　　1og｛y／（0．2975－y）｝：0．ア684（t－2．2）

　　　　　　　　　　1・g，／y／（0．29ア5－y）｝＝0．21／3＋0・6980（卜2・5）

　　　　HW　　　　1og｛y／（0．2ア84－y）｝＝0．6457（t－2．4）

　　　　　　　　　　1og　｛y！（0．2784－y）｝＝一0．0193＋0．5536（x－2．5）

　　　　BL　　　　　　1og｛y／（／．｛・450－y）｝；0．66／2（t－2．8）

　　　　　　　　　　1og｛y／（1．9450－y）〉＝一0．1796＋0．53／8（x－2．5）

移し・定式化して・／・・。三y－K（・一丁）※とした・　であるとの理由でこれを除外して・徳本（ll・8）氏の式

これは化学反応（単分子白巳触媒反応）に理論的根拠を　　を適用している．

もつもので多くの研究者に引用されている・著者の得た　　　　　w若虫の活動
成長曲線もこれより説明さオしると考えたので，この式の

適用を試みた．第9図参照．しかし，RL亙，HW，AWを　　　アブラギリ林における加害は主に若虫によるものであ

除く他の形質では各令期について求めた成長定数の値に　　るので・この若虫の活動を理解しようと考えて・若虫期

大きな変異があり，それらの平均値を，R0BERTs0N　　　の温度反応や野外における1日の行動について観察した

の式に成長定数としてあてはめるのは適当でない．（第9　　のでこれについて考察する・

図実線で示したもの）．　　　　　　　　　　　　　　　　／）　若虫期の温度反応

だカ冷期を横軸（・）に置き・縦軸（・）に・1・・。…y　害虫の活動が温度に支配される場合が多いので・実験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的環境温度下における活動状態を観察して野外における
をとってプロットすると点は大略直線的になるので，
・・・・・・…の成長定数・を求めな／て・1・・Y三、状態を推定することが数多くの人によつてなされてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る．著者も若虫の各令期別に調査したのでこの結果につ
＝a＋btとしてそこから令期に対する形質の計算値を求
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いて吟味をしてみる．
めてみた．（第9図点線で示したもの）．しかしこの変形

式でも，又さきのROBERTSONの式でもすべての形質　　　研究方法

に於ける計算値と観測値どの偏差は第／令期の若虫に特　　　　供試虫は野外から採集して飼育している各令若虫を用

に大きい．これは計算の便宜上，asymptoteに最大観測　　いた・方法は元村（／938）の方法を準用した・即ちガラ

値を用いたことにもよるが，相対成長の場合でも問題に　　ス水槽内の温度を最初0．Cに調節して・水槽内に備えた

なったように艀化当時の第I令虫と第皿令虫以後の若虫　　　管内の供試虫を／0分間程その環境温度に接触した後・5

との間に成長について質的に異るところが多いので，こ　　分間に／。Cづつ上昇させ管内の虫の活動を記録した・実．

れを1つの実験式で示そうとするところにかなり無理が　　験は1955年8月に実施した・虫の活動階梯の指標として

あるように思われる．このような事実は，加藤（／935），　　次の7つを採用しに・即ち・微動・正位・歩行開始・強

田申（／939）の両氏も認め，第1令期は胚子時代の連続　　　い活動・興奮・転倒又は不正位・熱麻痒である・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果と考察

※109y‘K（t－T）　　　　　　　　　　　　　　　　　先に区別した各活動のみられる温度を整理して，各活
　　　Y－y
Y：最大観測性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動の温度を示したのが第8表である．温度に対して示す
㍗欝驚んとする値（著者は既知令。に於て求めんとする瞳と活動は供試個体に一様1こみられたガ反応温度に1ま個体

　　した）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変異がある．令期によって活動開始の温度は異るが，若
　丁：最大観測値1の半ぱに達する値（著者は最大観測値の半ぱに達する令
　　とした）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　虫期を通じてみると，微動の．9．o～／5．ゲCから熱麻痒の

sokyu



一232一 島根農科大学研究報告 第9号A－1農学（／％／）

Tab1e8 Therma1rectユon　m　the　nyempha1stage　of　E凹co町sses　g蝸皿砒s　T亘UNBERG
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　※／　S11ght　movement
　　2　Keepipg　body　in　norma1position
　　3　Begmmg　of1ocomot1on
　　4　Strong　activity
　　5　Exci1ement
　　6　Fa11mg　down　or　keepmg　body1n　abnorma1ps1t1on
　　ア　Heat　stupor

Tad1e　g　Temperature　zone　of　sct1v1ty　m　the　nympha1stage　of　E㎜coryss鎚g胴皿d．鵬THUN温RRG

Index　of
　the　reaction

2　　　　　　3 4　　　　　5　　　　　6　　　　　7

I1nStar
皿
皿
1
V
Y

2，25　　　　　　／．45　　　　　　20，98

2，35　　　　　1．26　　　　　21，54

／．75　　　　　2．18　　　　　21，63
／．ア8　　　　　　2．36　　　　　　2／．6ア

／．42　　　　　2．03　　　　　22．6／

2，79　　　　　　4．5ア　　　　　2，65

2．アア　　　　　　　4，09　　　　　　2，25

2，99　　　　　　　3，03　　　　　　2，95

2．5ア　　　　　　　3，38　　　　　　2，54

2，36　　　　　　3，0／　　　　　2．ア6

I1nStar
班
皿

w
Y

Injurξd　activity　zone

　　　　い
　　　　23．アア
　　　　24．3／

　　　　24．62
　　　　24．24
　　　　24．97
Norma1acti▽ity　zone

　　ll

Activity　zone

　34．69
　ろ4．26
　34．53
　34．28
　34．19

　　　※／　S11ght　movement
　　　　2　Keepmg　body　m　norma1pos1t1on
　　　　3　Begmmg　of1ocomot1on
　　　　4　Stroヨg　activity
　　　　5　Exc11ement
　　　　6　Fa11mg　down　or　keep1ng　body　m　abnorma1pos1t1on
　　　　ア　Heat　stupor

44．0～49．0．Cの範囲内でそれぞれの活動は示された．．一　　から興奮への移行では一定の傾向はみられず，せまいも

活動はいずれも令期の進んだものほど高温で開始され，　　の，広いものの差は，O．63㌦興奮から転倒・又は不正位

令期間の温度差は・微動2・58。・正位／・750・歩行開坤　は・幼令虫が老令虫より広く差は1・56o・転倒又は不正

で，33・，強い活動3．％。，転倒又は不正位／．9ア。，熱麻痒　　位から熱麻痒への移行は一定の傾向はみられず・せまい

2．08。であった．活動から次の活動に移行する温度の巾，　　もの・広いものの差は0・70。がみられた・活動から次の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活動への移行は複雑であって，個体のいろいろな状態で
活動の状態を吟味してこれから野外での活動の温度範囲
を推定したのが詰9表である．　　　　　　　　　　　　　異ってくる・オオキンカメムシでは令期が進むと腹部が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肥大してくるので，虫自体移行しつづける温度に応じて
　微動から正位に移行する温度の巾は，幼令虫より老令
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一活動の変化がやや困難なようにみうけられる場合もあ
虫がせまくその差は083◎で，正位から歩行開始は，幼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。PARKER（1930），小山（／951）は一般活動の温度
令虫より老令虫が広く差は0．58。，歩行開始から強い活
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　限界は摂食活動の温度限界に一致するものと考えている
動は，幼令虫より老令虫が広く差は1．伊，強い活動か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，本虫では活動の状態からみて，加害活動のできる温
ら興奮；への移行では一定した傾向はみられずドせまいも　　度範囲として，歩行開始から強い活動までとした．実際

の・広いもの・差は0・63㍉興奮から転倒又は不正位は・　　には，これらの両限界より更にせまい範囲で行われるか

幼令虫より老令虫が広く差は0．．58◎・歩行開始から強い　　　も知れない。強い活動には一面神経質的な行動もまじる

活動は，幼令虫より老令虫が広く差は／．6卯，強い活動　　のでこれらの区別が判然としない．この神経質的な行動
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では桐実の加害は行われないものと思う．一般活動（正

常活動）の温度範囲の算定に当ってCHAPMANは歩行か

ら仰位，加藤は正位から興奮までとしているが，尾崎，山

下，福島，三浦，近木，池本などは歩行から興奮までとし

て低温隈界を歩行開始においている．これについては，

BODENHEIMER＆KLEINは，ナカアリの一種の歩行速度

を調べ速度の0なる点を活動の零点としていることなど

からみて妥当であろう．このよ・うにしてみた活動の温度

範囲は令期では殆どちがわないが，活動の温度限界は老

令虫が高くなっそいる．昆虫の性別，令期，発育期など

のちがいが，温度反応にあらわれることは考えられる’．

　BODENHEIHERは砂漢飛蛙で令期が進むと普通活動
の温度範囲が高くなるとし，バッタの一種の途好温度で

も，成虫の老若や令期により特定の温度を選好し，老令

虫になるほど高い温度を好むと報告している。小山はオ

オニgユウヤホシテントウムシの成虫，幼虫の／化期と

越冬申のもので異るとし，末永，山本はウンカ類の長翅

型の雌雄や幼虫で異るとし，池本もニジ三ウやホシテン

トウムシで成虫の雌雄や幼虫で異ると報告している．こ

れらの実験はいずれも上昇温度法を用いての結果である．

　本実験は低温接触後の温度上昇法であるか，HUssEIN

は非常に詳しい実験から次のようなことを明らかにして

いる．実験の方法1即ち本実験のような上昇法七も，下

降法を用いる場合でも，出発点の環境疽度に接触する時

問や以後の温度の上昇時問が極めて短い場合は，虫の体

温カ環境温度と平衡を保つのに個体の大小によって時間

的なづれを生じて活動開始や停止する温度が異ると云う

のである．著者の場合，令期にようて虫の大きさが非常

にちがうから，最初の低温接触で全令期のものが等しく

0．Cに体温が調節されていなくて，以後の温度上昇が非

常に短時間の場合はHUSSEINの云うような結果も起る

わけであるが，この接触時間や温度の上昇時間は5令虫

を対象に決定したものであり個俸の大小でずれを生ずる

程の短い時間’とは考えられないから各令期間の活動開始

の温度差は温度に対する感受性の差として考えてよいの

ではないかと思う．低温部における微動その他の活動の

場合の温度の影響と，高温部における熱麻庫などの場合

における温度の影響は決して一様なものではないと考え

られるから，各活動によってその内容は異なるものと思

われる．次に若虫期を通じて，島根の平年の気温から野

外での状態を吟味してみる．本虫の発生は成虫の発生が

5月下旬からで卵や若虫が6月からみられ若到辛g月

下旬までみられる。、一この期間の気温の推移や若虫の加害

の状態をみると，若虫の加害活動や正常活動の温度範囲

からすれば，6月上旬より9月下旬までの1日の最低温

度は，この虫の活動の温度範曲の下限界に一致し理論的

には終日活動ができる。／0月上旬から低温時は活動不可

能な状態になるが，この頃はすでに大部分カミ成虫であ

り，アブラギリも収穫期に入るし成虫は越冬場所え移行

する頃である．実際野外で観察すると，終日活動の可能

な温度範囲にあっても加害は日申の温度の高い時刻で行

われる．曇天や雨天の日は殆ど活動せす葉裏に集合して

静止している．実験的に求めた活動可能な温度範囲の下

限界が，5月から↑0月の野外の気温の最低温度の推移と

一致し，しかもこの時期が本虫の発生期になっているこ

とはみのがせない．

ii）　若虫の日週活動

　アブラギリの桐実を加害するのは主として若虫である

ので，この若虫の日週活動について観察したことについ

てのべる．

　研究方法

　野外に大型飼育箱を設置して著虫を飼育し活動状態を

観察した．

　結果と考察

　オオカンカメ今シの卵は卵塊で，野化著虫は卵塊毎に

集団を形成してアブラギリの葉裏に棲息している．I令

頃は日申殆ど分散もせずにじっとしている．皿令頃にな

ると日中の気温の高い時刻は狭し，’範囲内で分散活動をな

すがタ方になって照度や気温が低下すると葉裏に集合し

てもとの集団を構成して夜間を過こす．皿令期頃になる

と日申は2．3の小集団に分かれて分散活動をなすが，夕

方もとの大きさの集団になるとはきまっていない．w，

Y令期になると集団の構成個体数は非常にまちまちで，

大小様々であるが，夜間に集合して葉曇に静止している

ことは各令共通である．若虫の集団構成個体数の大小は

あってもアブラギリ葉裏で単独に生活していることは決

してない．加害の活動は朝0時頃から／2時頃までに／回

ぜ一クがあり，日申の気温や日射量の非常に強い時刻は

若虫は非常に神経質になり歩行活動が活澄になってくる

が，やがて葉裏で静止状態にあって午後2時頃から再び．

活澄になって夕方に集合して静止し夜間を遇cす．集合

した場合も各々個体が大体頭部を揃えている．この集合

性を支配するものは照慶：であって日申でもアブラギリの

葉と共に若虫を暗状態に置くと集合する．集合する葉墨

の場所は常に一定してはいない．加藤（／938）がイチゴ

ハナゾオムシで観察している一如く，オオキンカメムシの

若虫も高温や日射量，照度による活動抑制現象がみられ

る．

　　　　　　　w　摘　　　　要

　この報告はオオキンカメムシの生態に関する研究の結

果である．
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I分布と被害

　才オキンカメムシは島根においては大体／860年頃から

発生していたと推定される．県下における最近の被害地

域は図Iに示した．この地域は／日の平均気温2oC線を

限界にして4◎C線と，7月の25．Cと26oC線にこれらの

地域が全部含まれる．

　アブラギリの被害は主に若虫によって桐実が吸収加害

されるため結実不良となり，被害の桐実は表皮が黒褐色

に変化して落下する．

I発生経過
　島根においては，6月上旬に成虫がでて，産卵，艀化

若虫期を経て成虫となり，．10月上旬頃から越冬場所に移

動する．アブラギリの主な加害期間は7月上旬から9月

下旬である．発生経過については第／0図に示した．

て，2つのタイプがあった．

　体長を標準とした場合の若虫の各形質の成長の関係

は，全令期を通じて／本の直線関係にあるものと，第I

令期を除く他の令期の間に直線関係があるものとの，2

つのグループにわかれた．両者の直線的な成長を示すも

のでは，負のa110metr1cであり，grawthcenterは胸

又は腹部にあり，grOwth・gradientは頭部に向う如く思

われる。各形質の相対成長定数は2つのグループにわか

れた．

　口吻の全長に対する口吻の各節間の成長は，iSOmetriC

である．

　成長曲線に対して，ROBERTSON　の式並びにこの変

形式を用いたが，いずれも第I今虫で偏差が大きく満足

な結果は得られなかった．

　　　　　　　w　若虫の活動

皿　交尾，産卵及び卵塊の卵粒数

　交尾は6月上旬にはじまり，7月下旬頃に終る．その

最盛期は6月上，申旬にある．交尾は大体午前申になす

ように観察した．卵は卵塊でアブラギリの葉の裏に産み

つけられる．産卵葉は比較的大きな葉が選ばれる。卵塊

の卵粒数は／00から1ア0粒で120粒から／40粒のものが最も

多い．

w　艀化及び卵，若虫令期問

　卵は最初淡藍色をしているが次第に濃藍色となり，更

に淡紅色から濃紅色に変化して艀化する．艀化率は非常

に高く80％から100％であった．卵寄生蜂などの天敵が

少いように考えられる．

　卵の期間は3日から6日で平均3．64日であった．

　若虫はY令を経過する．若虫の各令期間は，I令が3

日から5日，平均3．89日，皿令が4日から7日，平均5．60

日，皿令が4日から7日，平均5．39日，W令が／0日から

／4日，平均11．5／日であった．

Y　形態各部の成長

若虫期における成長比の変化の様子は，形質によっ

Jonuα・r　Febmaγ　Mσ・rcト　　A　r1l　　Mα　　　　June　　J■　　　ハuμ詑　S9加mbω0ftobeT　Nowm』鮒1）叱？m』町

印肌D舳肌D舳帆．・舳1LD印肌DFD舳肌DM肌Dm肌o舳1LDED胤D1D・D帆DLD印胤DLD　　l）　若虫期の温度反応

十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十　　　　　　　　　　　　　1　　　活動階梯の指標として，微動，正位，

　　　　　　　　　　　　　O　O　O　O　O　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歩行開始，強い活動，興奮，転倒又は不
　　　　　　　　　　　　　　ロー□□一・一一H一一　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋寸十！　　正位・熱麻痒の7階梯を区別した・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老令虫は幼令虫に比し，活動開始の温
　　　F1gure10　L1fe　cyc1e　of　the　E㎜c⑰亙ysses　gr盈皿砧s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度が高い．
　　　　　　　　　丁旺UNB醐G　m　Sh1mane　prefecture
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　温度反応からみて若虫の加害活動は
　※　F．D　The　first　decad　of　month
　　　M　D　The　m1dd1e　decad　of　the　month　　　　　　　　　　　　／4．69から／7．02oCで開始され，いずれ

　　　L・D　The1ast　decad　Of　the　mOnth　　　　　　　　　　　　　も35．67から39．6ゴC附近に高温限界が

　　　十　The　adu1t　stage
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あると推定される．
　　　○　The　egg　stage
　　　＿　The　nympha1stage　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正常活動や活動可能な温度範囲の巾は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令期による差はない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島根県下においては，本実験から推定して6月から／0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月までは若虫は終日正常活動ができる期間になるが，こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れは野外における若虫の発生期と一致する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　若虫の日週活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若虫は集団で生活する．夜問は集合し，日申は分散し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て加害活動をなす。日申の強い日射量や高い気温の下で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は神経質な行動を起すがやがて静止状態になる．活動の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピークは日申2回みられる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若虫の集合性を誘起するのは照度である　雨天の日は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活動しないで集合して静止している．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参　考　文　献

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　B0DENHEIMER，F　S　　Ze1t　angew　Ent15，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／－123．／930．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　B0DENHEIMER，F　S　＆HZ　K1e1n　　Z　verg1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　physio1／／，345－385．1930．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　CHAPMAN，R　N　　Amma1Eco1ogy　3ア5－584．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1931．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　HUssEIN，M．：Min．AgL　Egy台t．Tech－Sci．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Serrice．Bu11，184．1937．
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Su㎜m班y

　The　resu1ts　of　stud1es　on　the　eco1ogy　of　E㏄oブツ∬θ∫grα〃ωTHσBERG，are　descr1bed　m　the

present　paper．

　The　resu1ts　are　summar1zed．as　fo11ows

1　D1str1but1on　and．damaged－d1stnct

　　The　resu工ts　of1n▽est1gat1ons　on　the　d1str1but1on　of　E㏄ブツ∬ω　gγα〃z3　THOBERG，and－

　the　d．1str1cts　w1th　ABURAGIRI　gro▽es　da皿aged．by　them　m　Sh1mane　prefecture，are　shown　m

　F1gure1and　Tab1e1respect1ve1y

　　■．　Life　history．

1　The　adu1ts　m1grate　from　the1r　h1bematmg　P1ace　to　an　ABURAGIRI　grove　m　the　1atter　of

　May　or1n　the　beg1nn1ng　of　June　and　g01nto　a　v1gorous　and　harn工fu1act1v1ty

2　The11fe　h1story　of　the　msect　observed　m　Sh1㎜ane　エs　out1med　m　F1gure　lO

　　nI．　N征ating　and1aying　eggs．

1　Judgmg　from　the　severa1observat1ons　that　the　matmg1s　supPosed　to　o㏄ur　durmg　the

　mOrn1ng
2　Eggs　are1a1d　on　the　reverse　sld．es　of工eaves　of　an　ABσRAGIR1tree

3　The　nu皿ber　of　eggs　m　an　egg　mass　ranges　fro皿100to170w1th　an　average　of135

　W　　Hatchmg　and　the　egg　and．nympha1stages

l　The　egg　perlod．was3to6days，w1th　an　average　of39d－ays　m　the　open　f1e1d　m　Sh1mane

　prefecture　in　June．
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2. The rate of hatching out of an egg mass alwasps showed the high percentage of over 80 

3. The study of nymphs was only' successful in June and JuJy of 1954 because of the difficulties 

in rearing them. ' ' 
4. The nymph passes five instres. Each instar from the Ist to 5th ranged as 3-5, 4-7, 4-7 

10-14, and 10-14' days respectively, 'the average being 3.89. 5:60, 5.39, 11.33 and 11.51 days 

5. The m~an nympha] period was 37.7 days in the open field in June and July, in Shimane 
prefecture (see Table 2) . 

V. G･rowing. 
An investigation wdS made on' the groivth of some morphological characters of Eucorysses 

grandis THUB:ERG 
1. The egg is almost ellipsoid~l. 

2. Jn nymphal stage the growth iratios were found to change as to the nymphal growth, and 

the mode of changes can be classified into two types 

3. Characters as the width of abdomen and thorax, head width and the length of rostrum 

showed linear increase through all insters while other charcters showed linear increase only 

through tree instars exceptin:g the first instar 

4. In any case the growth is negative allometric and the growth center may exist in throax or 

abdomen; the grQwth gredient diminishes toward head 

5. The allometric constants in all characters are classified into two groups 

6. The growth of each segment of the rostrum is isometric to the length of the body 

7. ROBERTSON'S formula on the growth, which was slightly modified by the author, was 

tested to the present data, but the deviation was so great in the first instar and no satisfactry 

fitting was obtained 

Vl. Activity 

1) . Thermal reaction 

The nymphs were left in the O'C erivironment for 10 minutes, and then the temperature was 
raised at the rate of 1'C per 5 minuts. 

Se_ven grades were seen as i the ndexes of their activity; "Slight movement" at 9 6 15 4 C 

"keeping body in normal position" at 11.8-16.4'C, ~<Beginning of locomotion" at 13.2-19.0'C, 

Strong actrvity" at 34 2 41 2 C "Excilement" at 37.0-43.6'C, "Falling down or keeping body 

m abnomal positron" at 41 4 47 2 C and "Heat stupor" at 44.0~49.0'C 

The nymphs in the older stage require higher te:nperature to start their activ_ity than those in 

the earlier 

Juding from these results it is supposed that the injurious activity of the nymph begins at 

14.69-17.02'C and ends at 35.67-39.63'C, which is the limit of its activity 

Nymphs in all instars showed no difference in the breadth of temperature in which they can 
be nomally' or potentially~activity 

2) . Activity in an open field. 

Table 10. Appearance of activity of the nymphal stage 

Time . Action 7-9_ a. m. 
9-12 a. hD, 

12-2 a, m. 
2-6 p. m. 
6p. m.)J7 a. m. 

Get into an action 
Normal a'ctivity (se;parate action) 

Abnormal activity . 
Normal activity (separate action) 
Gathering repose 

sokyu

sokyu

sokyu
activity


